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会議の経過 別紙のとおり 



平成２６年度第４回富里市国民健康保険運営協議会会議次第 

 

日 時 平成２７年２月５日（木） 

午後２時～ 

場 所 富里中央公民館２階 研修室(大) 

 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議題   

（１）平成２６年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）(案) 

   について 

（２）平成２７年度富里市国民健康保険特別会計当初予算(案)について 

 

４ その他 

 （１）次回会議予定について 

 

    事務局（案） 平成２７年４月２３日（木）午後 

    ※開催する場合は事前に通知します。 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○委員の意見    ⇒市の説明 

 

議題（１）平成 26 年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（案）について 

⇒ 今回の補正予算は，交付決定や決算見込み数字との差額補正。 

資料１ 

歳入 

Ｐ１ 特定健康診査等負担金…国・県からの歳入がそれぞれ１，０３６千円減額 

   高額医療費共同事業交付金…見込みを上回ったことによる歳入増額 

Ｐ２ 保険財政共同安定化事業交付金…見込みを上回ったことによる歳入増額 

基金積立金利子…見込みを上回ったことによる歳入増額 

Ｐ３ 一般会計繰入金…全体で４９，８０６千円の増額 

    ・保険基盤安定繰入金…国・県・市の一般会計からの繰入れ（軽減の拡大分） 

    ・事務費等繰入金…主にレセプトの点検委託料が入札の結果減額 

    ・国保財政安定化支援事業繰入金…財政の健全化を図るための繰入金 

    ・出産育児諸費繰入金…出産件数が見込みを下回ったための減額 

    ・その他一般会計繰入金…法定外のいわゆる赤字繰入 

・基金繰入金…２６，６８４千円の増額 

（歳入不足額を補てんするため，基金を取り崩す） 

      ・一般被保険者延滞金…滞納に係る延滞金収入増額 

Ｐ４ 第三者納付返納金…一般・退職それぞれ予算現額を上回るための増額 

   一般被保険者返納金…増額見込みのため補正 

   前期高齢者指定公費…実績に照らし増額 

歳出 

Ｐ５ 医療費適正化特別対策費…手数料については増額。委託料は入札結果委託単価

減額により５００千円減で全体では３００千円減額 

   一般被保険者療養費給付事業…予算不足が見込まれるため増額補正 

   退職被保険者等療養給付事業…被保険者の減少と本年度実績を合わせ減額 

   一般被保険者療養費負担事業…本年度の実績に照らし減額 

Ｐ６ 退職被保険者等療養費負担事業…実績に照らし減額 

   審査支払事業…見込みを下回ることが想定されるため減額 

   一般被保険者高額療養費負担事業…更なる予算不足が見込まれるため増額補正 

   出産育児一時金負担事業…本年度の実績を踏まえまして 20 件分を減額 

   葬祭費負担事業…本年度の実績から 18 件分を減額 

Ｐ７ 特定健康診査等事業…対象者が見込みを下回ったことによる減額 

   保健事業…人間ドックと脳ドックの助成金で見込みが下回ることによる減額 

   基金積立事業…国民健康保険特別会計準備基金の利子を積み立てるもの 



○第三者行為について，本人の申出以外に何か確認はしているのか。また，指定公費の件

で制度内容などもう少し聞きたい。 

⇒     まず第三者行為ですが，例として交通事故と申し挙げたが，その他に喧嘩な

どもございます。その場合は法律上届出が必要で，通常保険会社から求償関

係など過失割合を勘案して国保と相手の負担割合を整理し返してもらうのが

通常と思われます。届出をしない場合の見分けは，レセプトだけでは不明の

ため警察などの情報を入手できれば確認はできるが現実は個人情報などで入

手は厳しい状況で，届出がないものについては調査ができないのが実態です。

また，レセプトでは原因までは踏み込めない・わからないのが現状です。逆

に医師の初診時に怪我の原因を聞かれ，国保の確認・届出を取ってほしいと

促す処理をしているので，こういったことを抜きに治療行為を行われること

はまずないと推測されます。 

次に，前期高齢者指定公費の件ですが，新たに 70 歳になる人が１～２割に変

わる制度で，1割相当額を国が臨時に特例措置し，昨年は 68 件あり約 21 万円

を国から交付されていて今年度については若干件数が減り１６２千円の見込

みで補正を出しています。26 年度は以前から１割負担の方は変わらず，新た

に 70 歳になる方は２割になるということになります。 

 

○ 採決を行います｡ 

  26 年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（案）について，賛成の方は挙 

手をお願いします。 

   挙手全員 

   挙手全員です。この案は可決されました。 

 

 

議題(2)，平成 27 年度富里市国民健康保険特別会計当初予算（案）について 

⇒ 富里市の国民健康保険の状況は，平成 26年 12月末現在，被保険者数が 17,529人，一

般被保険者 16,692人，退職被保険者 837人で被保険者数は緩やかですが減少傾向が続

いています。65 歳～74 歳までの前期高齢者の方は，5,586 人で被保険者全体に占める

割合は 31.9％で 1/3 を占めています。近隣市町や全国的な傾向と同様に高齢化が急速

に進行しています。こうした中，被保険者数は，減少しているにも関わらず，保険給

付費は確実に増加傾向にあります。25年度決算ベースで前年比約６%増となっています。 

 

 

 

 



資料２ 

歳入 

Ｐ１１ 平成 27年度富里市国民健康保険特別会計の予算総額は，歳入歳出それぞれ 72

億 3,120万 6千円で，前年度比 11億 311万 4千円，18％増で計上 

      ①国民健康保険税ついて,現年度収納率については，平成 22 年度から平成 25

年度まで４年連続して向上しています。平成 26 年度の収納率は，平成 25

年度を若干上回る見込みですが，収納額については被保険者数の減少や軽

減税率の拡大等もあり，若干下回る見込みです。平成 27年度の現年度収納

率の目標を 82.86％，滞納繰越分を 15.58％とし算定しました。予算額を 16

億 1,527万 9千円，前年度比 166万 7千円，0.1％増で計上しました。 

      ②国庫支出金について，国庫支出金，一般被保険者に係る医療給付費が増加

傾向にあるため，予算額を 15億 7,094万 5千円，前年度比 8,723万 1千円，

5.9％増で計上しました。 

 ③療養給付費等交付金について，退職者医療制度加入者が減少傾向にあるが

給付費が増加しているため，3 億 2,539 万円前年度比 884 万 8 千円，2.8％

増で計上しました。 

      ④前期高齢者交付金について，65歳から 74歳の前期高齢者加入の増加に伴い

前期高齢者交付金を 12億 9,407万円，前年度比 1億 6,943万 7千円，15.1％

増で計上しました。 

      ⑤保険財政共同安定化事業について，市町村間の保険料の平準化と国民健康

保険財政の安定化を図るため，高額医療費共同事業と併せて，国保連合会

が徴収した市町村の拠出金を基に市町村に交付する共同事業において，レ

セプト１件当たり 30万円を超える医療費を対象としていたものが，平成 27

年度から対象金額が 30万円から 1円に拡大されるため，予算額 16億 7,574

万 5千円，前年度比 10億 3,022万 8千円，159.6％増で計上しました。 

      ⑥繰入金，一般会計からの法定外繰入金として，平成 26年度と同様に予算額

1億円を計上しましたが，基金からの繰入をしないで済んだため，繰入金全

体の予算額 3億 8,172万 8千円，前年度比 4,132万 6千円，9.8％減で計上

しました。 

 

歳出 

Ｐ１２ ①２款 保険給付費について，被保険者数が緩やかに減少していますが，前

期高齢者の増加による高齢化により，療養給付費の増加傾向は続いている

ため，予算額 40 億 5,587 万 6 千円，前年度比 9,980 万 4 千円，2.5％増で

計上しました。 

 



 ②３款 後期高齢者支援金等について，予算額 9 億 9,505 万 7 千円前年度比 

2,987万 3千円 3.1%増で計上しました。 

③６款 介護納付金について，予算額 4 億 5,355 万 5 千円 前年度比 1,980

万円 4.6%増で計上しました。 

      ④７款 共同事業拠出金については，歳入でご説明した通りで，レセプト１

件当たり 30万円を超える医療費を対象としていた保険財政共同安定化事業

が，平成 27 年度から対象金額が 30 万円から１円に拡大されることにより

拠出額が約３倍となるため，予算額 16 億 1,798 万 6 千円 前年度比 9 億

4,997万 7千円，142.2％増で計上しました。 

       

なお，基金残高は，平成 26年度３月末で 1億 3,804 万 7,221 円となります。 

説明は以上でございます。 

 

 

○ 保険財政共同安定化事業について，30 万から１円になったというが，よく理解できな 

いのでもう一度お願いします。 

⇒     今までの制度は 30 万円を超える医療費についての事業を対象とし，私たちが

負担する拠出金を原資として連合会からお金が交付されてきましたが，30 万

未満の部分が大きく，富里市でさえ 11 億も変わり，小規模の団体に対しても

影響が大きく，要望として全部を対象としてほしいというものもあり，当然

拠出も増えるが，拠出を上回る入りがあるということで富里市への来年の見

込みとして６千万円弱で，出よりも入りが多い制度とし，１円ということで

すべてを対象としたものでございます。 

 

○ 採決を行います｡ 

  平成 27 年度富里市国民健康保険特別会計当初予算（案）について，賛成の方は挙手を 

お願いします。 

   挙手全員 

   挙手全員です。この案は可決されました。 

 

 

  次回会議日程 

４月 23 日（木）の午後 

 

 

 


